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認
定
農
業
者
は
、
性
別
関
係
な
く
、
年

齢
制
限
の
上
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

専
業
農
家
や
兼
業
農
家
に
関
係
な
く
、
一

定
の
収
入
が
得
ら
れ
る
農
業
経
営
を
目
指

す
場
合
に
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
米
、
麦
や
大
豆
等
の
土
地

利
用
型
の
農
業
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
を
持

た
な
い
畜
産
経
営
や
野
菜
等
の
施
設
園
芸
な
ど
も
認
定
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
を
営
む
法
人
で
あ
れ
ば
、
農
地
所
有
適

格
法
人
で
な
く
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
集
落
営
農
に
つ
い

て
も
法
人
化
す
れ
ば
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
い
て
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
公
立
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
目
標
と
す

る
「
基
本
構
想
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
農
業
者
が
そ
れ
を

目
標
と
し
て
、
今
後
５
年
間
の
農
業
経
営
改
善
計
画
を
作
成

し
、
認
定
を
受
け
た
経
営
体
（
個
人
ま
た
は
法
人
）
が
認
定

農
業
者
と
な
り
ま
す
。
各
種
支
援
措
置

も
あ
り
ま
す
の
で
発
展
的
な
農
業
経
営

を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
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高
校
を
卒
業
し
て
就
職
。
白
山
市
白

峰
に
あ
る
介
護
施
設
で
働
く
。
近
所
に

ス
ー
パ
ー
も
な
く
、
当
時
は
車
も
無
か
っ

た
た
め
、
食
べ
る
こ
と
に
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

食
に
困
っ
た
こ
と
で
、
食
に
興
味
を
持
ち
、

食
材
の
生
産
に
も
興
味
を
持
っ
た
。
６
年

務
め
た
職
を
辞
め
帰
郷
。
祖
父
に
誘
わ
れ
、

農
業
を
始
め
る
。
祖
父
と
一
緒
に
行
っ
た

田
の
周
辺
は
、
耕
作
を
辞
め
て
し
ま
っ
た

人
も
多
く
、

荒
れ
た
農

地
が
点
在

し
、
寂
し

い
感
じ
が

し
た
。
自

分
が
農
業

を
す
る
こ

と
で
農
地

が
耕
さ
れ
、

地
域
が
活

気
づ
い
て
、

元
気
が
出

≪part 30≫

「農地を耕し、地域を元気に！」

宮下　真一郎

（田鶴浜町）

た
ら
嬉
し
い
と
話
す
。
昨
年
か
ら
認
定

農
業
者
と
な
り
農
業
を
本
格
始
動
。
市

内
と
中
能
登
町
内
の
農
業
者
で
作
る
能

登
新
選
組
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、

共
同
で
ス
ー
パ
ー
や
青
果
市
場
等
に
出
荷

し
て
い
る
。
毎
日
、
野
菜
に
愛
情
を
注
ぎ
、

手
を
か
け
た
ら
か
け
た
分
、
美
味
し
い

野
菜
と
な
っ
て
自
分
に
戻
っ
て
く
る
。
土

や
風
、
大
地
の
温
も
り
な
ど
、
野
菜
作

り
を
通
じ
て
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、

喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
は
、
１
人
で

広
い
農
地
を
耕
し
、
白
菜
、
小
松
菜
な

ど
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
農
業
経
営
が
安

定
し
た
ら
、
家
族
み
ん
な
で
家
業
と
し

て
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
抱
負
を
述
べ
た
。

認定農業者になるメリット 認定農業者になるための流れ

認定農業者

まずは市に相談を◆農業経営者として地域からの信頼が

　得られます。

◆各種支援が受けられます。

　○経営所得安定対策

　○農業経営基盤強化準備金制度

　○制度資金の金利負担軽減措置

　○農業者年金の保険料補助

農業者自らが、５年後の目標とその達成のための

取組み内容を記載します。

夫婦や親子で認定を受けるには

　家族経営協定等を結び共同経営者となってい

れば、夫婦や親子で認定農業者になることがで

きます。

　現在、単独名義で認定を受けている場合で経

営主の配偶者や後継者等を共同経営者として追

加するときは、計画の変更申請をしてください。

農業経営改善計画の作成

（１つの計画を複数の市町に申請することもできます）

市へ申請

〈認定基準〉

○市の基本構想に適しているか

○農用地の効率的・総合的な利用に配慮しているか

○達成できる計画か

市が認定

【お問合せ】農林水産課農業水産振興グループ　☎５３－８４２２
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田
鶴
浜
小
学
校
５
年
生
が
福
山
明
彦
氏
（
新

屋
町
）
の
田
ん
ぼ
で
、
春
に
田
植
え
し
た
苗
が

収
穫
の
時
期
を
迎
え
た
。
９
月
18
日
に
福
山
氏

と
地
域
住
民
、
能
登
わ
か
ば
農
業
協
同
組
合
職

員
、
農
業
委
員
の
協
力
の
も
と
、
児
童
ら
は
手

作
業
で
の
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
鎌
の
使

い
方
の
指
導
を
受
け
、
３
束
、
４
束
ほ
ど
刈
っ

て
か
ら
稲
を
束
ね
て
藁
で
結
ん
だ
。
最
初
は
、

勢
い
も
あ
り
、
競
争
す
る
よ
う
に
刈
り
い
れ
て

い
た
児
童
た
ち
も
、
刈
り
取
っ
た
稲
を
藁
で
結
ぶ
と
な
る
と
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
。
流
石

に
真
剣
で
す
。
上
手
に
稲
を
縛
る
児
童
も
い
れ
ば
、
「
難
し
い
」
と
苦
戦
し
、
稲
を

は
ざ
掛
け
を
す
る
前
に
緩
ん
で
し
ま
う
児
童
も
。
地
域
の
先
輩
た
ち
に
結
び
方
な
ど

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
稲
刈
り
と
は
ざ
掛
け
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

　

皆
で
刈
り
取
り

し

た

お

米

は

後

日
、
全
校
児
童
の

給
食
に
出
る
そ
う

で
す
。
給
食
の
時

間
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。

稲
刈
り
体
験

９
月
18
日

９
月
18
日

９
月
18
日

農
業
委
員
会
の
活
動

【
農
業
委
員
会
研
修
会
】

【
女
性
農
業
委
員
の
活
動
】

わ
ら

わ
ら

　

８
月
６
日
に
「
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
」
（
珠
洲
市
）
に
て

能
登
地
区
農
業
委
員
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
農
業
政
策
課
担
当
者
に
よ
る
「
農
地
中
間
管

理
事
業
」
に
お
け
る
農
地
の
利
用
集
積
や
石
川
県
農

業
会
議
担
当
か
ら
、
情
報
活
動
の
意
義
や
役
割
を
学

び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
農
地
利
用
の
最
適
化
を
効
率
よ
く
進

め
る
た
め
に
！
」
と
題
し
、
茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村

農
業
委
員
会
前
事
務
局
長
の
澤
畑
佳
夫
氏
か
ら
農
業

委
員
会
で
全
地
権
者
へ
の
利
用
意
向
調
査
や
座
談
会

を
開
催
し
、
農
地
の
集
積
率
を
上
げ
た
事
例
発
表
が

行
わ
れ
他
地
区
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
後
に
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
が
行
わ
れ
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
無
断
転

用
防
止
に
向
け
て
、
参
加
者
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
お
こ
な
い
、
気
持
ち
を
一
つ

に
し
ま
し
た
。

　

石
川
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
会
員
の
橋
本
良

子
農
業
委
員
は
、
10
月
18
日
、
19
日
に
高
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
「
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業
委
員
会

研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
10
月
21
日
に
は
、
石
川
県
産
業
展
示
館
４

号
館
で
「
石
川
の
農
林
漁
業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

箱
の
中
の
野
菜
や
果
物
を
触
っ
て
当
て
る
ブ
ー
ス
の

担
当
を
し
ま
し
た
。
「
何
が
入
っ
て
い
る
か
な
」
と

来
場
者
に
声
を
か
け
、
楽
し
み
な
が
ら
石
川
県
産
の

農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
ま
し
た
。



編集後記
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　今年の夏は雨が降らず、水不足に悩まされたり、

はたまた、台風 21 号の豪雨による被害で田畑が水に

浸かったりと想定外の災害に驚きを隠せない状況で

す。それでも、何とか収穫の時期を迎え、昨年同様

とは言えませんが、稲刈りを終えることができ安堵し

ています。

　近年の気象状況、鳥獣被害など農家を取り巻く環

境は厳しくもありますが、農地を守り、安心安全な米

や野菜を作り、日本の食を守っていきたいなと思う今

日この頃です。皆さん一緒にがんばりましょう。

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱい

◆発行日　毎週金曜日

◆購読料　一カ月700 円　年額 8,400 円
３つの要件を満たせばどなたでも加入できます！

◆加入資格

　６０歳未満

　国民年金第１号被保険者

　年間 60日以上農業従事

お問い合わせ、お申し込みは農業委員会へ　

☎ ５３－８４４０　　FAX ５２－７７６５
編集委員長松本・委員一同

イノシシ・サル情報

を購読
しましょう！

　税制面の優遇措置や終身年金で80歳までの

保障付きなど様々なメリットがあります。

　お気軽にご相談ください。

国が
支え
る

国が
支え
る

国が
支え
る
安心
が大
きくな

る

安心
が大
きくな

る

安心
が大
きくな

る

農 業 者 年 金
[愛称]

担い 手 積立年金

平成 29 年 4月～平成 30 年 3月末

　これまで、サルの目撃情報などはありましたが、

最近ではサルに噛まれるなど被害が出ています。

　サルに出会ってしまった時の対処法を知っておきま

しょう。

①近づかない　目を合せない

　野生のサルは人間になれていないので、むやみに

近づくと襲われる危険性があります。

②刺激しない　驚かせない　走らない

　物を投げたり、大声を出したりするとサルが興奮

して危険です。静かにその場から離れましょう。

③食べ物をやらない　食べ物を見せない

　山に帰ることが出来なくなります。人を怖がらなく

なると食べ物を奪いとったり、家に侵入したり被害

が拡大します。

④戸締りをきちんとする

　家や納屋の中に入ってこないようにしましょう。

※追い払う時は、一人で対応せず、

　地域の皆さんで追い払うことが

　大切です。

　今年度は、4月から9月まで

に成獣、幼獣合せて既に406

頭が捕獲され、半年で昨年度

の捕獲数に迫る勢いとなって

います。あなたも狩猟免許を取得して

有害捕獲隊員になりませんか。

サルに注意してくださいイノシシ有害捕獲数調べ
（七尾市管内）

成獣：80 ㎝以上
幼獣：80 ㎝以下
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【お問合せ】　農林水産課鳥獣被害対策室　☎５３－８４２２


